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研究の概要 

　画像，動画，深度情報，音声，センサ情報，時系列データなど，多様な情報を統合的に活用する AI モデルの開発

と応用に取り組んでいる．現実世界の課題では，単一の情報だけでは対象の状態や環境を十分に理解することが難し

い場合が多い．本研究では，各モダリティに含まれる形状，動き，奥行き，時間変化，空間配置などの特徴を深層学

習 モ デ ル に よ り 抽 出・

融合し，高精度で頑健

な 認 識・ 予 測・ 判 断 を

実現することを目指す．

これまでに，心エコー

動画を用いた医療画像

解析，画像と深度情報

を 組 み 合 わ せ た 屋 内

シーン理解，屋外環境

における画像認識など

に取り組んできた．今

後は，医療，ロボット，

スマート農業，インフ

ラ 点 検， 製 造 業， 交 通

監視など，実環境にお

ける多様な応用分野へ

展開可能な AI 基盤技術

の構築を目指す．

研究の特徴
　本研究では，特定のデータ形式に限定されるものではなく，画像，動画，深度情報，音声，センサ情報，時系列デー

タなど，幅広いモダリティを対象として，AI モデルの設計から実応用を見据えた技術開発まで，多様な課題の解決に

取り組んでいます．具体的な課題に応じて，複数タイプの情報間の関係性を分析し，これらの情報を効果的に統合で

きる学習手法を構築します．認識精度だけでなく，使用環境の変化に対するモデルのロバスト，限られた学習データ

への対応能力，実装時の計算効率も重視しています．研究目標は，医療，ロボティクス，農業，製造など，様々な分

野の課題に対応できる汎用性の高い AI 技術を開発することです．

実用化が想定される分野
画像処理，知能システム，産業応用

研究者からのメッセージ
　現在は画像・映像を中心とした AI 研究に取り組み，深層学習を基盤とする新たな技術と多様な分野への応用可能

性を探究しています．

マルチモーダル情報を活用した AI モデルの開発と応用

研究分野　：　深層学習，知覚情報処理，画像処理
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